
第
三
十
七
回
都
々
逸
全
国
大
会
実
行
委
員
会

第
三
十
七
回
都
々
逸
全
国
大
会

第
二
部

ど
ど
い
つ
（
作
詞
）





ご
あ
い
さ
つ

第
三
十
七
回
都
々
逸
全
国
大
会
作
詞
の
部
に
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
の
数
々
は
、
都
々
逸
の
文
化
に
対
す
る
深

い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
本
大
会
の
大
き
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。

都
々
逸
全
国
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
各
位
に
心

か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
都
々
逸
に
親
し
ま
れ
る
皆
様
方
の
、
全

国
的
な
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

第
三
十
七
回
都
々
逸
全
国
大
会

大
会
長

宮
田

達
夫
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の
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◆宿題句「世」「界」「平」「和」

賞区分 氏名・筆名 住 所

どどいつ大賞 鈴 木 勇 茨城県常陸太田市

どどいつ準大賞

澤 渡 延 代 静岡県浜松市

小川野 蛙 茨城県石岡市

相 原 あやめ 神奈川県横浜市

どどいつ賞

福 地 吉 夫 茨城県常陸太田市

一 陽 愛知県岡崎市

安 藤 紀 楽 東京都世田谷区

鈴 木 盛 雄 茨城県常陸太田市

富 山 邦 男 茨城県那珂市

久 米 初 枝 東京都台東区

佳 作

王 田 佗 介 茨城県笠間市

橋 本 よし子 茨城県日立市

小野寺 紀 夫 茨城県那珂郡東海村

賞区分 氏名・筆名 住 所

どどいつ大賞 篠 原 美千代 茨城県石岡市

どどいつ準大賞

稲 葉 建 正 茨城県桜川市

若 色 茂 茨城県石岡市

富 山 邦 男 茨城県那珂市

どどいつ賞

福 地 吉 夫 茨城県常陸太田市

鈴 木 茂 茨城県常陸大宮市

石 塚 芳 華 茨城県石岡市

王 田 佗 介 茨城県笠間市

滑 川 浩 一 茨城県常陸太田市

相 原 あやめ 神奈川県横浜市

佳 作

植 田 芙美子 岐阜県養老郡養老町

一 陽 愛知県岡崎市

安 藤 紀 楽 東京都世田谷区

◆自由句

‐２‐



宿
題
句

お
題

「
世
」
「
界
」
「
平
」
「
和
」

‐３‐



隣
り
近
所
は

親
戚
以
上

渡
る
こ
の
世
は

助
け
合
い

評

え
な
り
か
ず
き
君
の
「
渡
る
世
間
は
鬼
ば
か
り
」
を
思
い
返
し
て
い
ま
す
。

茨
城
県
石
岡
市

篠
原

美
千
代

ど
ど
い
つ
大
賞

ど
ど
い
つ
準
大
賞

元
気
溌
剌

百
才
翁
が

朝
の
茶
碗
を

平
ら
げ
る

評

健
啖
家
（
沢
山
食
べ
る
人
）
こ
そ
長
寿
の
人
が
多
い
そ
う
で
す
ね
。

茨
城
県
桜
川
市

稲
葉

建
正

う
ち
の
隣
に

未
来
が
来
た
よ

親
は
平
成

子
は
令
和

評

「
未
来
が
来
た
」
と
い
う
表
現
が
い
い
で
す
ね
。

茨
城
県
石
岡
市

若
色

茂

昭
和
平
成

令
和
を
生
き
て

手
足
伸
し
た

野
天
風
呂

評

「
貸
切
り
源
泉
野
天
風
呂
」
な
ど
と
来
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
出
掛
け
た
く
な
り
ま
す
。
川
床
料
理
に
も
舌
鼓
を
打
ち
た
い
。

茨
城
県
那
珂
市

富
山

邦
男

‐４‐



ど
ど
い
つ
賞

次
の
時
代
は

明
る
く
強
く

コ
ロ
ナ

戦
の

無
い
世
界

評

「
今
」
の
時
代
こ
そ

そ
う
な
り
ま
し
ょ
う
よ
。

茨
城
県
常
陸
太
田
市

福
地

吉
夫

浮
き
世
恋
う
た

平
和
の
証

路
地
の
奥
な
る

花
柳
界

評

「
路
地
の
奥
な
る

花
柳
界
」
と
は
、
何
と
も
懐
か
し
い
表
現
で
す
ね
。

茨
城
県
常
陸
大
宮
市

鈴
木

茂

ラ
ジ
オ
体
操

老
若
男
女

集
う
広
場
の

こ
の
平
和

評

健
康
的
な

ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
声
に
励
ま
さ
れ
ま
す
ね
。

茨
城
県
石
岡
市

石
塚

芳
華

被
曝
少
女
の

祈
り
が
こ
も
る

世
界
平
和
へ

千
羽
鶴

評

佐
々
木
禎
子
さ
ん
（
被
爆
十
年
後
に
白
血
病
で
亡
く
な
っ
た
人
）
の
こ
と
を
詠
み
ま
し
た
ね
。

茨
城
県
笠
間
市

王
田

佗
介

浪
の
さ
か
ま
く

荒
磯
で
さ
え
も

沖
を
眺
め
り
ゃ

波
平

評

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
な
ら
「
波
平
」
は
（
な
み
へ
い
）
で
す
が
、
こ
こ
で
は
「
な
み
た
い
ら
」

茨
城
県
常
陸
太
田
市

滑
川

浩
一

‐５‐



佳

作

戦
争
知
ら
な
い

若
者
た
ち
の

声
が
平
和
の

輪
を
つ
な
ぐ

評

い
つ
ま
で
も
こ
う
あ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

神
奈
川
県
横
浜
市

相
原

あ
や
め

早
く
プ
ー
チ
ン

目
覚
め
て
お
く
れ

世
界
平
和
を

祈
る
民

評

プ
ー
チ
ン
に
は
プ
ー
チ
ン
の
言
い
分
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
が…

。

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町

植
田

芙
美
子

挑
む
八
冠

棋
界
の
寵
児

じ
っ
と
吉
報

待
つ
フ
ア
ン

評

今
や
、
藤
井
聡
太
七
冠
か
ら
皆
、
目
を
離
す
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

愛
知
県
岡
崎
市

一
陽

猫
が
一
匹

ど
こ
で
も
い
い
が

寝
て
て
平
和
な

風
景
画

評

「
長
閑
」
が
欲
し
い
近
頃
の
世
相
で
す
ね
。

東
京
都
世
田
谷
区

安
藤

紀
楽

‐６‐
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ど
か

ち
ょ
う
じ



粗
食
美
味
し
く

元
気
な
身
体

そ
の
日
暮
ら
し
に

あ
る
平
和

茨
城
県
石
岡
市

助
川

浩
史

将
来
が
心
配

若
者
言
葉

「
ウ
ソ
」
と
「
ヤ
バ
イ
」
で

乱
れ
る
世

愛
知
県
岡
崎
市

本
夛

し
げ
る

喜
寿
を
迎
え
た

二
人
の
世
界

阿
吽
の
呼
吸
の

穏
や
か
さ

三
重
県
伊
勢
市

山
口

龍
一

世
界
異
な
る

人
間
界
は

平
ら
に
な
ら
ぬ

和
が
足
り
ず

静
岡
県
静
岡
市

小
川

健
治

平
和
ボ
ケ
と
か

揶
揄
し
ち
ゃ
ダ
メ
よ

戦
さ
が
愚
か

極
み
な
の

茨
城
県
水
戸
市

栗
田

修
治

お
江
戸
の
よ
う
な

ま
っ
た
り
世
情

霞
む
昭
和
を

懐
か
し
む

茨
城
県
水
戸
市

栗
原

松
枝

友
を
送
っ
た

別
離
の
酒
だ

ゆ
っ
く
り
行
く
ぜ

あ
の
世
に
は

茨
城
県
水
戸
市

小
林

男

核
が
支
配
の

お
ろ
か
な
世
界

願
う
平
和
の

核
廃
棄

山
口
県
下
関
市

亀
田

正
史

核
の
廃
絶

平
和
の
願
い

ひ
び
け
鐘
の
音

原
爆
忌

岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町

早
津

郁
男

昭
和
一
桁

平
成
令
和

生
き
た
世
の
中

謡
に
詠
む

岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町

村
瀬

昇
一

願
う
広
島

な
く
そ
う
核
を

世
界
平
和
の

ハ
ト
飛
ば
す

茨
城
県
日
立
市

佐
藤

雅
雄

人
気
役
者
と

大
根
役
者

ど
ち
ら
も
平
ら
な

拍
手
湧
く

東
京
都
中
央
区

村
上

妙

君
の
お
点
前

心
が
和
む

和
敬
清
寂

お
も
て
な
し

茨
城
県
久
慈
郡
大
子
町

椎
名

秀
男

世
帯
や
つ
れ
も

貴
男
と
一
緒

だ
か
ら
私
は

平
和
な
の

茨
城
県
行
方
市

長
谷
川

源
一

亡
母
の
言
葉
に

溢
れ
る
涙

世
話
に
な
っ
た
ね

あ
り
が
と
ね

茨
城
県
石
岡
市

福
田

泰
夫

世
界
に
誇
る

サ
ハ
ァ
イ
ヤ
ダ
イ
ヤ

居
間
の
置
物

自
信
満
ち

東
京
都
江
戸
川
区

高
橋

由
香

‐７‐

さ
き

け
た

う
た

は
は

た
い



病
和
ら
げ

気
分
も
和
む

散
歩
日
和
の

あ
り
が
た
さ

東
京
都
世
田
谷
区

蛯
原

清
子

じ
い
じ
の
想
い
出

涼
し
い
夏
は

孫
の
世
代
の

絵
空
事

愛
知
県
春
日
井
市

𠮷
福

康
郎

浮
世

現
世

世
迷
言

あ
な
た
の
そ
ば
だ
け

別
世
界

茨
城
県
水
戸
市

芝
間

靖
秋

平
和
ボ
ケ
と
は

仰
せ
の
通
り

ま
さ
に
平
和
で

あ
る
証

東
京
都
江
戸
川
区

葉
山

伯
丈

二
世
を
誓
っ
た

二
人
の
今
を

皺
も
認
め
る

半
世
紀

兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町

小
風

世
界
平
和
は

み
ん
な
の
願
い

皆
で
輪
に
な
れ

綱
大
か
い

岐
阜
県
大
垣
市

髙
野

弘
人

隣
に
和
せ
ば

見
た
目
は
平

我
他
人
界
の

薄
れ
る
世

茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦
村

西
山

霞
天

地
球
泣
か
す
な

争
い
止
め
よ

世
界
平
和
の

タ
ク
ト
振
る

茨
城
県
常
陸
太
田
市

鈴
木

盛
雄

‐８‐

世
界
平
和
を

願
っ
て
夜
空

上
る
花
火
の

輪
が
開
く

茨
城
県
笠
間
市

王
田

和
子

誘
う
笑
顔
は

和
解
の
兆
し

夫
婦
喧
嘩
の

治
め
時

茨
城
県
行
方
市

河
野

喜
雨

怒
っ
て
帰
れ
ば

和
ら
げ
よ
う
と

し
な
い
で
俺
よ
り

怒
る
妻

静
岡
県
浜
松
市

澤
渡

延
代

我
が
家
自
慢
は

皆
健
や
か
で

子
孫
八
人

三
世
代

岐
阜
県
中
津
川
市

安
江

筍
子

笑
い
な
け
れ
ば

一
日
長
く

平
和
届
い
た

孫
の
声

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

星
野

和
代

世
界
の
国
へ

ど
ど
い
つ
輸
出

ペ
ン
の
力
で

ハ
イ

ピ
ー
ス

東
京
都
杉
並
区

佐
藤

富
貴
子

核
の
無
い
世
で

平
和
な
暮
ら
し

丸
い
世
界
を

夢
に
見
る

茨
城
県
常
陸
太
田
市

鈴
木

勇

世
界
を
照
ら
す

太
陽
の
よ
う
な

丸
い
心
で

ハ
ツ
ラ
ツ
と

茨
城
県
日
立
市

橋
本

よ
し
子

や
わ

な
ご

び
よ
り

う
き
よ

う
つ
し
よ

よ
ま
い
ご
と

べ
つ
せ
か
い

で

あ
わ

た
い
ら

わ
れ
ひ
と
さ
か
い

や

あ
か
り



い
つ
も
笑
顔
で

平
気
の
平
左

亡
母
の
口
癖

真
似
て
み
る

茨
城
県
石
岡
市

小
川
野

蛙

浮
世
様
々

人
そ
れ
ぞ
れ
の

行
く
は
我
が
道

棘
道

東
京
都
台
東
区

久
米

初
枝

水
素
エ
ン
ジ
ン

世
界
の
宝

救
う
燃
料

無
尽
蔵

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

大
藪

壽
美

豊
作
信
ん
じ

こ
れ
ま
で
き
た
が

台
風
一
過

別
世
界

茨
城
県
那
珂
郡
東
海
村

小
野
寺

紀
夫

‐９‐





自

由

句

‐１１‐



泣
い
て
笑
っ
て

四
元
号
を

生
き
て
学
び
の

読
書
す
る

評

大
正
・
昭
和
・
平
成
・
令
和
。
一
番
お
若
く
て
も
九
十
九
歳
。
「
読
書
す
る
」
が
清
々
し
く
て
嬉
し
い
。

茨
城
県
常
陸
太
田
市

鈴
木

勇

ど
ど
い
つ
大
賞

ど
ど
い
つ
準
大
賞

今
か
ら
切
る
髪

優
し
く
解
い
て

一
緒
に
寄
付
す
る

い
い
香
り

評

心
の
優
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

静
岡
県
浜
松
市

澤
渡

延
代

月
の
あ
か
り
に

寝
息
も
深
く

眠
れ
世
界
の

子
供
た
ち

評

下
の
句
に
情
愛
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
石
岡
市

小
川
野

蛙

親
父
の
記
憶
は

な
ん
に
も
な
い
が

産
ま
れ
た
子
を
抱
き

父
に
な
る

評

お
父
上
の
居
な
い
ご
苦
労
が
歌
の
背
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
横
浜
市

相
原

あ
や
め

‐１２‐
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ど
ど
い
つ
賞

御
国
自
慢
の

秋
蕎
麦
膳
に

客
を
持
て
成
す

郷
の
味

評

〽
信
州
信
濃
の
新
蕎
麦
よ
り
も

私
ゃ
あ
な
た
の
傍
が
い
い

は
余
り
に
も
有
名
な
都
々
逸
。
新
蕎
麦
の
時
期
は
年
2
回
、
秋
蕎
麦
と
、
あ
っ
さ
り
し
た

夏
蕎
麦
。

茨
城
県
常
陸
太
田
市

福
地

吉
夫

こ
こ
が
居
場
所
と

葉
っ
ぱ
の
裏
に

お
化
け
胡
瓜
が

隠
れ
て
た

評

こ
う
し
た
驚
き
が
在
る
の
で
す
ね
。

愛
知
県
岡
崎
市

一
陽

愚
痴
も
こ
ぼ
さ
ず

親
看
て
く
れ
た

妻
に
あ
げ
た
い

金
メ
ダ
ル

評

我
が
家
も
、
私
の
実
父
を
よ
く
面
倒
見
て
呉
れ
た
の
で
、
家
内
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。

東
京
都
世
田
谷
区

安
藤

紀
楽

個
性
発
揮
の

翔
平
聡
太

動
と
静
な
る

光
る
才

評

大
谷
く
ん
も
藤
井
く
ん
も
同
時
代
若
者
の
ホ
ー
プ
で
す
ね
。

茨
城
県
常
陸
太
田
市

鈴
木

盛
雄

ま
づ
は
ビ
ー
ル
が

お
酒
に
な
っ
て

本
音
聞
き
た
い

秋
夜
長

評

い
か
に
も
日
本
酒
好
き
同
士…

。

茨
城
県
那
珂
市

富
山

邦
男

‐１３‐
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佳

作

老
い
て
し
み
じ
み

こ
の
世
の
果
て
が

日
々
の
暮
し
へ

見
え
隠
れ

評

「
こ
の
世
の
果
て
」
が
見
え
る
御
齢
に
な
り
ま
し
た
か
。

東
京
都
台
東
区

久
米

初
枝

時
代
か
わ
れ
ど

反
骨
案
山
子

睨
み
き
か
せ
て

仁
王
立
ち

評

案
山
子
に
は
愛
嬌
が
あ
り
ま
す
ね
。

茨
城
県
笠
間
市

王
田

佗
介

会
い
た
い
想
い
が

日
に
日
に
募
る

た
っ
た
四
日
の

盂
蘭
盆
会

評

こ
の
世
で
は
会
え
な
い
が
故
に…

。

茨
城
県
日
立
市

橋
本

よ
し
子

親
の
死
に
目
に

合
わ
ず
じ
ま
い
に

夜
爪
は
切
ら
ず

お
っ
た
の
に

評

夜
は
爪
を
切
る
な
の
戒
（
い
ま
し
）
め
を
守
っ
た
の
に…

。

茨
城
県
那
珂
郡
東
海
村

小
野
寺

紀
夫

‐１４‐
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唄
は
都
々
逸

三
味
の
音
合
わ
せ

粋
な
文
句
が

心
地
よ
い

茨
城
県
石
岡
市

助
川

浩
史

草
も
木
も
無
い

店
舗
の
周
り

企
業
風
土
に

除
草
剤

愛
知
県
岡
崎
市

本
夛

し
げ
る

待
っ
て
い
ま
し
た

三
年
振
り
の

人
出
賑
や
か

宮
参
り

三
重
県
伊
勢
市

山
口

龍
一

核
の
釦
を

持
た
せ
て
今
日
は

こ
こ
は
広
島

サ
ミ
ッ
ト
へ

静
岡
県
静
岡
市

小
川

健
治

嫁
が
出
か
け
に

感
謝
の
言
葉

心
嬉
し
い

老
の
朝

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町

植
田

芙
美
子

老
い
さ
ら
ば
へ
も

抱
え
る
大
志

獏
の
餌
食
に

な
る
も
の
か

茨
城
県
水
戸
市

栗
田

修
治

賃
上
げ
物
価

シ
ー
ソ
ー
も
ど
き

頼
る
年
金

伏
し
拝
む

茨
城
県
水
戸
市

栗
原

松
枝

峠
越
し
た
か

コ
ロ
ナ
の
猛
威

見
え
な
い
敵
に
は

御
用
心

茨
城
県
水
戸
市

小
林

男

愛
を
育
む

逢
瀬
の
銀
河

闇
に
二
星
の

ま
じ
わ
る
日

山
口
県
下
関
市

亀
田

正
史

夏
の
京
都
の

葵
の
祭
り

古
式
床
し
く

華
ぐ
街

岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町

早
津

郁
男

世
話
を
掛
け
ず
に

ポ
ッ
ク
リ
逝
け
り
ゃ

心
残
り
の

無
い
浮
き
世

岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町

村
瀬

昇
一

君
と
見
て
い
る

海
っ
て
い
い
な

想
う
は
昨
日
と

同
じ
こ
と

茨
城
県
桜
川
市

稲
葉

建
正

昔
推
し
て
た

か
わ
い
い
女
優

今
は
貫
禄

祖
母
の
役

茨
城
県
石
岡
市

若
色

茂

今
日
の
出
来
事

短
か
く
ま
と
め

二
十
六
字
の

日
記
書
く

茨
城
県
日
立
市

佐
藤

雅
雄

町
中
神
輿
だ

水
か
け
ら
れ
て

気
負
う
氏
子
の

江
戸
祭
り

東
京
都
中
央
区

村
上

妙

澄
ん
だ
湖

手
鏡
に
し
て

雪
の
お
化
粧

逆
さ
富
士

茨
城
県
久
慈
郡
大
子
町

椎
名

秀
男

き
ょ
う

‐１５‐



暑
さ
遠
の
き

今
宵
の
酒
は

コ
ロ
ナ
酷
暑
の

過
ぎ
た
月

茨
城
県
行
方
市

長
谷
川

源
一

世
辞
と
知
り
つ
つ

嬉
し
く
な
っ
て

世
辞
で
返
し
た

俚
謡
の
会

茨
城
県
石
岡
市

福
田

泰
夫

祭
囃
子
の

聞
え
る
夜
は

居
並
ら
ぶ
店
へ

買
う
せ
が
み

東
京
都
江
戸
川
区

高
橋

由
香

さ
あ
と
い
う
時

和
え
物
料
理

お
酢
や
味
噌
で
も

手
間
要
ら
ず

東
京
都
世
田
谷
区

蛯
原

清
子

弱
い
魚
と

書
か
れ
た
鰯

こ
れ
で
何
に
か
と

役
に
立
つ

茨
城
県
常
陸
大
宮
市

鈴
木

茂

深
い
読
み
か
ら

自
在
の
一
手

総
取
り
果
た
す
か

タ
イ
ト
ル
を

愛
知
県
春
日
井
市

𠮷
福

康
郎

朝
の
ニ
ュ
ー
ス
に

和
平
の
文
字
を

探
し
世
界
の

風
を
読
む

茨
城
県
石
岡
市

石
塚

芳
華

日
本
は
平
和

夫
婦
は
バ
ト
ル

終
戦
し
て
も

す
ぐ
開
戦

茨
城
県
水
戸
市

芝
間

靖
秋

‐１６‐

う
た

ふ

一
人
で
家
飲
み

さ
て
カ
ラ
オ
ケ
と

持
ち
歌
ス
マ
ホ
が

盛
り
上
げ
る

東
京
都
江
戸
川
区

葉
山

伯
丈

秘
め
る
二
人
に

不
粋
な
も
の
は

音
と
灯
り
と

他
人
の
目

兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町

小
風

誇
る
沢
土
や

地
下
熱
厚
く

池
田
山
麓

芝
桜

岐
阜
県
大
垣
市

髙
野

弘
人

纏
わ
る
そ
の
手
を

無
理
や
り
払
い

逃
げ
た
最
果
て

こ
の
暑
さ

茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦
村

西
山

霞
天

触
ら
な
い
で
と

云
い
つ
つ
燃
え
て

恋
に
弾
け
る

鳳
仙
花

茨
城
県
笠
間
市

王
田

和
子

母
の
和
服
を

眺
め
て
い
た
ら

悔
い
が
思
わ
ず

口
に
出
る

茨
城
県
行
方
市

河
野

喜
雨

謡
を
一
章

余
白
に
書
い
て

心
満
た
し
た

恋
日
記

茨
城
県
石
岡
市

篠
原

美
千
代

孫
の
お
願
い

耳
う
ち
さ
れ
て

腕
を
振
る
っ
た

夏
休
み

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

星
野

和
代

う
ち

あじ

い

そ
う

た

ち
か

ね
つ
あ
つ

し
ば
ざ
く
ら

ま
と



角
で
ば
っ
た
り

夏
に
は
内
緒

渡
す
合
鍵

そ
れ
は
秋

東
京
都
杉
並
区

佐
藤

富
貴
子

花
や
果
物

い
つ
で
も
有
っ
て

地
球
潤
す

食
く
世
界

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

大
藪

壽
美

‐１７‐

＊
一
般
の
部
作
品
の
記
載
順
は
、
各
賞
・
選
外
ご
と
に
申
込
を
受
け
た
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。





少
年
の
部
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◆自由句

◆宿題句「世」「界」「平」「和」
賞区分 氏 名 学校名 学 年

どどいつ賞

猿 田 由 依 常陸太田市立世矢中学校 1年

田 所 花 梨 常陸太田市立瑞竜中学校 1年

岡 部 詩 穂 常陸太田市立瑞竜中学校 1年

大 内 咲 奈 常陸太田市立瑞竜中学校 1年

岡 﨑 紗 良 常陸太田市立瑞竜中学校 3年

吉 成 隼 士 常陸太田市立金砂郷中学校 3年

関 根 麗 常陸太田市立水府中学校 2年

小 川 悠 牛久市立牛久第一中学校 2年

丸 山 弘 人 牛久市立牛久第一中学校 3年

賞区分 氏 名 学校名 学 年

どどいつ賞

松 田 綾 乃 常陸太田市立太田中学校 3年

高 星 帆 花 常陸太田市立太田中学校 3年

安 島 希 音 常陸太田市立瑞竜中学校 1年

矢 部 恵 菜 常陸太田市立瑞竜中学校 2年

関 晴 空 常陸太田市立金砂郷中学校 3年

坂 野 諒 牛久市立牛久第一中学校 1年

松 下 葵 牛久市立牛久第一中学校 3年
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ど
ん
な
人
に
も

や
さ
し
く
し
よ
う

世
界
平
和
を

目
標
に

常
陸
太
田
市
立
世
矢
中
学
校
一
年

猿
田

由
依

夢
に
向
か
っ
て

つ
く
っ
て
い
こ
う

平
和
な
世
界

い
つ
ま
で
も

常
陸
太
田
市
立
瑞
竜
中
学
校
一
年

田
所

花
梨

美
し
い
国

平
和
の
時
代

続
く
よ
う
に
と

祈
る
日
々

常
陸
太
田
市
立
瑞
竜
中
学
校
一
年

岡
部

詩
穂

笑
顔
あ
ふ
れ
る

平
和
な
世
界

み
ん
な
で
い
つ
も

願
っ
て
る

常
陸
太
田
市
立
瑞
竜
中
学
校
一
年

大
内

咲
奈

世
界
平
和
の

未
来
に
期
待

は
じ
め
の
一
歩
は

「
あ
り
が
と
う
」

常
陸
太
田
市
立
瑞
竜
中
学
校
三
年

岡
﨑

紗
良

武
器
を
捨
て
よ
う

豊
か
な
世
界

み
ん
な
仲
よ
く

暮
ら
そ
う
よ

常
陸
太
田
市
立
金
砂
郷
中
学
校
三
年

吉
成

隼
士

私
の
宿
題

い
つ
終
わ
る
か
な

平
和
な
世
界
を

作
る
こ
と

常
陸
太
田
市
立
水
府
中
学
校
二
年

関
根

麗

き
み
の
な
み
だ
が

流
れ
る
前
に

み
な
で
願
お
う

平
和
の
世

牛
久
市
立
牛
久
第
一
中
学
校
二
年

小
川

悠

一
人
一
人
が

考
え
合
っ
て

起
こ
せ
行
動

世
の
た
め
に

牛
久
市
立
牛
久
第
一
中
学
校
三
年

丸
山

弘
人

宿
題
句
「
世
」
「
界
」
「
平
」
「
和
」

‐２１‐



受
験
だ
け
れ
ど

シ
ャ
ー
ペ
ン
置
い
て

本
を
開
け
ば

主
人
公

常
陸
太
田
市
立
太
田
中
学
校
三
年

松
田

綾
乃

雨
が
上
が
っ
た

青
空
見
れ
ば

や
っ
と
顔
出
す

虹
の
橋

常
陸
太
田
市
立
太
田
中
学
校
三
年

高
星

帆
花

と
て
も
暑
い
日

残
り
の
課
題

あ
せ
り
、
取
り
組
む

夏
休
み

常
陸
太
田
市
立
瑞
竜
中
学
校
一
年

安
島

希
音

い
つ
も
笑
っ
て

楽
し
い
気
持
ち

忘
れ
な
い
よ
に

未
来
で
も

常
陸
太
田
市
立
瑞
竜
中
学
校
二
年

矢
部

恵
菜

暑
い
寒
い
と

文
句
を
言
う
も

そ
れ
が
元
気
の

源
だ

常
陸
太
田
市
立
金
砂
郷
中
学
校
三
年

関

晴
空

叶
え
た
い
夢

叶
え
る
た
め
に

夢
に
向
か
っ
て

つ
き
進
む

牛
久
市
立
牛
久
第
一
中
学
校
一
年

坂
野

諒

ゆ
れ
る
ス
カ
ー
ト

瞳
の
光

射
止
め
ら
れ
た
の

夏
の
日
に

牛
久
市
立
牛
久
第
一
中
学
校
三
年

松
下

葵

自

由

句

‐２２‐



第
三
十
七
回
都
々
逸
全
国
大
会

作
詞

少
年
の
部

▲

み
な
さ
ん
へ

▼

・
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
・

ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
、
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平
選
手
が
44
本
塁
打
で
、
日
本
人
初
の
本
塁
打
王
に
輝
き
ま
し
た
ね
。
史

上
初
と
な
る
２
年
連
続
の
「
２
桁
勝
利
・
２
桁
本
塁
打
」
も
達
成
。
こ
の
文
を
書
い
て
い
る
10
月
３
日
現
在
で
は
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、M

V
P

（
最
優
秀
選
手
）
の
有
力
候
補
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
の
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
や
松
井
秀
喜
さ
ん
が
辿
り

着
け
な
か
っ
た
勲
章
（
２
年
連
続
２
桁
勝
利
・
２
桁
本
塁
打
）
を
29
歳
の
大
谷
選
手
が
摑
み
取
っ
た
こ
と
は
、
君
達
に
も
感
動

を
与
え
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
と
言
葉
で
は
世
界
が
違
い
ま
す
し
、
日
本
語
、
ま
し
て
や
七
・
七
・
七
・
五
の
都
々

逸
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
広
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
大
谷
君
と
同
世
代
・
同
時
代
に
生
き
て
い
る
こ
と
だ
け
で
嬉
し
い
気
持
に
な

る
の
も
、
人
の
気
持
と
い
う
も
の
で
す
ね
。
そ
う
し
た
喜
び
を
詞
に
し
て
み
る
時
、
曲
が
付
き
易
そ
う
な
都
々
逸
の
リ
ズ
ム
を

２
章
、
並
べ
て
み
て
下
さ
い
。
自
作
の
新
作
歌
謡
曲
が
出
来
上
が
り
ま
す
よ
。
（
ほ
ぉ
ら
ね…

）

吉

住

義
之
助

‐２３‐

た
ど

つ
か

し

き
ょ
く

や
す

は
つ

け
た



総

評

吉

住

義
之
助

第
三
十
七
回
都
々
逸
全
国
大
会
の
御
開
催
、
ま
こ
と
に
御
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す
。

毎
回
、
多
く
の
御
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
御
地
常
陸
太
田
市
が
、
偉
大
な
る
先
達
、
都
々
一
坊
扇

歌
師
の
生
誕
・
終
焉
の
地
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
て
、
盛
大
な
都
々
逸
全
国
大
会
を
開
催
の
上
、
こ
の
様

な
立
派
な
作
品
集
の
発
行
を
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
て
居
り
ま
す
。

第
三
十
六
回
に
引
き
続
き
、
今
回
も
選
者
に
ご
指
名
頂
い
た
こ
と
を
、
心
よ
り
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

楽
し
く
熱
心
に
選
、
及
び
選
評
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
、
ま
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
皆
々
様
、
現
代
に
お
い
て
も
歌
謡
曲
、
邦
楽
等
の
詞
の
源
流
で
あ
る
七
・
七
・
七
・
五
調
、
つ
ま

り
都
々
逸
を
、
こ
れ
か
ら
も
可
愛
が
っ
て
育
て
て
い
っ
て
下
さ
い
。
詞
（
こ
と
ば
）
に
曲
付
け
を
し
て
唱
う

即
興
の
楽
し
さ
の
詩
を
、
末
長
く
身
に
つ
け
楽
し
ん
で
い
っ
て
下
さ
い
。
当
方
も
東
京
・
上
野
で
都
々
逸
ペ

ン
ク
ラ
ブ
「
し
ぐ
れ
吟
社
」
と
し
て
年
10
回
（
８
月
と
12
月
は
休
会
）
毎
月
第
４
金
曜
日
の
夜
に
作
詞
の
会

を
開
催
し
て
、
機
関
誌
『
し
ぐ
れ
』
を
発
行
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
お
遊
び
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

‐２４‐

し
ゅ
う
え
ん



吉
住
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
東
京
都
に
、
都
々
逸
作
家
、
し
ぐ
れ
吟
社
同
人
・
吉
住
福
次
郎
、
次
男
と
し
て
誕
生
。
よ
っ
て
生
ま
れ
た
時
か
ら
現
代

都
々
逸
の
揺
り
籃(

か
ご)

で
育
つ
。
爾(

じ)

来
、
台
東
区
（
浅
草
・
上
野
）
に
在
住
。
八
十
七
歳
。
母

筝
曲
教
授
（
早
世
）
。

昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
十
七
歳
よ
り
街
歌(

が
い
か)

し
ぐ
れ
吟
社
会
員
と
し
て
作
家
活
動
を
開
始
。
多
く
の
作
家
や
芸
能
人
等
と
交
流
。

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
し
ぐ
れ
吟
社
同
人
に
参
画
。

◇都
々
逸
ペ
ン
ク
ラ
ブ
街
歌
し
ぐ
れ
吟
社

主
宰

日
本
老
友
新
聞

都
々
逸
欄

選
評
者

タ
ウ
ン
誌
「
浅
草
」
都
々
逸
欄

選
評
者
（
現
三
百
四
十
二
回
）

東
京
湯
島
天
満
宮
（
天
神
）
都
々
逸
之
碑
護
持
会

会
長

新
潟
県
魚
沼
市
永
林
寺

都
々
逸
之
碑
ほ
か
建
碑
世
話
人

新
作
小
唄
作
詞
グ
ル
ー
プ
「
火
星
会
」

同
人

東
京
神
田
明
神
小
唄
作
詞
作
曲
家
塚

会
長

平
山
蘆
江
歌
碑
（
東
京
目
黒
羅
漢
寺
）
護
持
会

会
長

笑
文
芸
集
団
「
有
遊
会
」

会
員
（
二
十
一
代
苦
笑(

く
し
ょ
う)

）

「
都
歌
味
会
（
つ
か
み
あ
い
）
」
（
都
々
逸
を
作
っ
て
歌
う
み
ん
な
の
会
）
顧
問

◇【
関
連
出
版
物
】

都
々
逸
ペ
ン
ク
ラ
ブ
街
歌
『
し
ぐ
れ
』
誌
（
現
七
百
八
十
六
集
発
行
）-

月
刊-

（
年
十
回
・
八
月
と
十
二
月
休
刊
）

義
之
助
歌
集
『
ひ
と
り
寝
』
（
長
谷
川
伸

序
文
）
昭
和
三
十
五
年

杉
原
残
華
著
『
都
々
逸
よ
し
あ
し
』
昭
和
五
十
九
年

し
ぐ
れ
同
人
集

街
歌
『
恋
し
ぐ
れ
』
昭
和
六
十
二
年

笑
文
芸
国
紳
士
録
『
笑
笑
ご
め
ん
な
さ
い
』
（
有
遊
会
編
）
平
成
九
年

蘆
江
碑
参
拝
記
念
『
平
山
蘆
江
の
う
た
と
絵
』
他

平
成
二
十
四
年

現
代
都
々
逸
作
歌
自
選
集
『
あ
ま
や
ど
り
』
（

）
平
成
十
一
年

〃

『
あ
ま
や
ど
り
』
（

）
平
成
十
六
年

〃

『
あ
ま
や
ど
り
』
（

）
平
成
二
十
四
年

〃

『
あ
ま
や
ど
り
』
（

）
令
和
二
年

小
野
桂
之
介
著
『
都
々
逸
っ
て
い
い
な
あ
』
（
角
川
書
店
発
行
・
発
売
）
の
監
修
者

‐２５‐

Ⅰ

ⅡⅢⅣ



第
三
十
七
回
都
々
逸
全
国
大
会
作
品
集

編

集

第
三
十
七
回
都
々
逸
全
国
大
会
事
務
局

発
行
者

第
三
十
七
回
都
々
逸
全
国
大
会
実
行
委
員
会

大
会
長

宮
田

達
夫

印
刷
所

木
田
印
房

問
い
合
わ
せ第

三
十
七
回
都
々
逸
全
国
大
会
事
務
局

（
常
陸
太
田
市
教
育
委
員
会
文
化
課
内
）

三
一
三‐

〇
〇
五
五

茨
城
県
常
陸
太
田
市
西
二
町
二
二
〇
〇
番
地

電
話

〇
二
九
四-

七
二-

三
二
〇
一

本
書
の
全
部
又
は
一
部
を
無
断
で
複
写
（
コ
ピ
ー
）

す
る
こ
と
は
、
著
作
権
上
の
例
外
を
除
き
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。





主催 第３７回都々逸全国大会実行委員会

協賛

常陸農業協同組合

明治安田生命保険相互会社

常陸太田産業振興（株）

（一財）里美ふるさと振興公社


